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紀元2600年を1齢する瑞兆と喜ばれた西口の「・f〈遊星観望會が2月22日騰

地で鰹れた．この日は欄塞くて・風力騒く吹き・おまけ鷹さへまじへた

天候で・遊星の観望もどうかと思はれたが・陽の沈む頃から風もなぎ・雲も切

れて・定刻18時頃iCはもう熱心な人々も集まって・滅多に見る事の出來ないフk

星を薄明の室に求めて・7センチ150倍の望遠鏡で小さV’二月の形をしたこの太

陽に最も近い星を樂しんだ．そして或る人々は，山本先生指導のもとに，との

珍らしい五遊星の會合をカメラにおさめた．段々と曙さが増すにつれて，室の

コンヂシヨンも良くなって行ったので・32糎のド1ムを開けて・これ等の観匙

にうつった．“めったに見られぬ星だから”と云ったつて，観直径も小さいし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り融けに地面逝いものだから・その形さへ蝕りはつき敵えないもの撫ら

普通一般の人々には・水星は飴り深い感銘も與へる事は出來なかった・何んと

云っても，繍の中心は土星であった・鏡蘇うつるその乖申秘点心には鵬

の聲を誰れしも放たないものはながった・まだまだあれもこれも心行くばかり

皐を見たがったが，時間もさしせまったので・20時少し過ぎから農研講堂に山

本先生の“遊星の世界”といふ興味ある講演が行はれた・集まるもの5一一60名，

重事C・に躰先生の繍礎～織る者は手帳～礁へ・言蔽が経って後，登鑛

1恋答があって，頗るなごやかな和氣に備ちた槻望と講演會が22時頃絡つた．ま

ことに皇紀2600年を壽ぎ1硯ふのにふさはしい日だった．

　自分もこの水星にお目にか㌧るのも何度目かで・この日より前から或は後に

も何度となく薄明の室にこの星を望遠鏡裡にのぞいたが，とてもアントニり・ヂ

氏の直な水星の観測は出來相にも愚はれす，その形瓶を訳しむだけだった．礎

．か，この星を研究して見様と云ふ人はありませんか？（3－1）

　　　　　　　　　　　編　輯　室　よ　り

　來る十月1Hの日食を観測に】0人のメンバを本會から逡るためには・放冷と

諸器械，二三フィルムや乾板其の他の費用が全部で5萬図は入要なのです．口味

會長始め・會の魚肉部は此の費用と優秀なメンバを得るために奔走中です．止ヒ

の際に當り，いち早く矢野彰英氏から特志寄附金を頂いたことを感謝します．

どうぞ他の旧記たちも・此の遠征計書を二二の事と思はす・國家の丁子のτ乏揚

のため御下援を願ひます．

　天文カレンダは好評です．御希望の：方は成るべく早く御申込み下さV・．
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